


















丸 山 一 彦
１）２００４年度に行われた同タイトルの調査においても同様の結果が得られてい
る。http://www.jma.or.jp/ を参照。













































(2004) を，「失敗商品」の視点については丸山 (2005) を参照。
４） Booz and Hamilton (1982) を参照。
５） Iacobucci [Editor] (2001) を参照。
















































































































































（出典） Philip Kotler（恩蔵直人監修，月谷真紀訳 (2001)：『コトラーのマーケティング・
マネジメントミレニアム版』，p109，株式会社ピアソン・エデュケーション）
７） 丸山 (2002) は，この製品計画プロセスについて，マーケティングの視点と
技術開発の視点から詳細にそのプロセスの種類を提示している。










































































１０） 上原 (1999) は，従来のマーケティング・マネジメントの方法論では，現在
の市場環境に当てはめると，企画段階での戦略要素について十分に対応でき
ないと指摘している。また Kotler (2000) は，戦略計画について「マーケテ
ィング担当者は戦略計画策定者に，情報提供と戦略提案を行い，戦略計画策
定者がその分析と評価を行う」ことを示している。



















































































































































１４） 奥野，久米，芳賀，吉澤 (1971) を参照。
１５） 田内編 (1991) を参照。






























１８） 例えば Aaker and Day (1980) を参照。
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